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□経営理念

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞  

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．塗料や接着剤など適正管理に努めます。

６ ．情報集約と各部門間の連携で、製作施工の効率・安全向上と環境配慮に努めます。

７ ．広告により社会的ニーズに応えることで企業価値向上を目指します。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

制定日： 2021年10月1日

改定日：

環境経営方針

私達はサイン事業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極
的に社員一丸となって継続的に改善活動に取り組みます。
永続する社会、地域、私達の未来を想像し、「誰一人取り残さない社会」の姿を「示す」こ
とを目指します。

　　　　　　　　　　　　

2022年6月1日

代表取締役社長
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□組織の概要
更新日：

（１） 名称及び代表者名
有限会社ジャックスクリーン
代表取締役　今岡 和雄

（２） 所在地
本　　　社 大阪府八尾市跡部本町1丁目4-40
東京営業所 東京都品川区南大井6丁目3-18

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 施工管理部 多田 祐一 TEL：072-999-5301
担当者 総務部 坂本 紀子　　

（４） 事業内容
屋外広告の企画・設計・制作・施工

（５） 事業の規模
売上高 百万円 （2022年度実績）

従業員　　　　　 名 名 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 6 月 1 日 ～ 5 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社ジャックスクリーン

対象事業所： 本　　　社

東京営業所
対象外： なし
活動： 屋外広告の企画・設計・制作・施工

□事業紹介

■ おしゃれな和柄パーテーションも
ネットで販売しています。

 

2022年5月31日

396 62 458

293
224 本　　　社 東京営業所 合計

12 1 13

（私たちの仕事）

屋外、屋内のあらゆる看板・サインを、 設計から製作、施工までトータルで

行っています。平付サイン、シート切り文字サイン、アクリ切り文字サイン、

カルプ文字、点字サイン等、自社内で製作し安心、安全かつ迅速な対応を心が

現地調査 設計デザイン 施製

ジャックオリジナル商品製作・販売
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

総務部

 

  

社内会議
大阪営業部長玉置良映

多田 祐一

社長

2022年6月1日

制作技術

今岡 和雄

坂本 紀子

施工管理

部

主任

清原 岳

営業担当

兼施工担

当 鶴見

正

制作アシス

タント

近藤

統括責任

必要な経営資源を準備

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

制作

辻本 晃一

設計/制
作

藤井美月

デザイン室

室長

近藤亜喜

良

近藤 亜喜

良

制作

横田 恵

現 場

制作
ホッサイ

ン・イクバ

ル

東京営業

部主任

中山隆太

郎
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg
kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

✕

〇
✕

✕

〇

〇

〇

※産業廃棄物は通常排出される混合廃棄物と廃プラを削減目標としている。
※都市ガス、灯油について削減目標としていません。

単位：t-CO2

カーボンニュートラルに向けたわが社の取り組み
Scope1
化石燃

Scope2
電力

対　策

2021年 24.5 12.8 カーボンニュートラルへの基準とします。

現在 省エネ+ハイブリッド車26.7 12.5
2030年 18.65 0 省エネ+ハイブリッド車+再エネ電力

2050年 0 0 省エネ+電気自動車+再エネ電力

（目標）
評
価

35,622

0.054 0.053

（目標）

96%

1,222

（実績）

1,136

23,747

6,291

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

溶剤の適正管理

原単位 kg-CO2/千円

2021年
26,652

99%

kg

kg 6,990 6,641 5,925
基準年度比

基準年度比 2021年 95%

109%

2021年
産業廃棄物（混合・廃
プラ）の削減

ソーラーサイン開発
行動目標（次項による）

100%

93%

90%93%
水道水の削減

6,501

23,502

41,156 44,082

0.056 0.054 0.045

2024年

4,842

項　目 2020年

731
7,622

95%

（目標）

2021年 96%

2021年 2022年

廃棄物排出量

6,432

12,247 12,489

（基準値)
　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

12,247

106

12,120
基準年度比

　産業廃棄物排出量 5,838

電力による二酸化炭素
削減

110

35,891

　一般廃棄物排出量

96%

90%

111
基準年度比

111 111 108
2021年 97% 100%

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

1,099

85%

97%

100%
111

37,239

二酸化炭素総排出量

1,222 1,136 731

基準年度比

総排水量

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 24,482 24,237

98%

2023年

36,484 39,140 35,994

108

2021年 2022年

0.468

kg-CO2 12,758

93% 60%
一般廃棄物の削減

JOB会議の充実

㎥

0

50

2021年 現在 2030年 2050年

CO2排出量(t-CO2)
化石燃料 電力
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：○よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

・現場へ向かう際の省エネ運転推進

数値目標

2,871 1,668

○

✕

・ブラインドや断熱シートで熱の調整 ×

・設備の定期点検（レーザー機清掃）

取り組み計画

2,295

全体を通して振り返ると、電力削減できた月、できなかった月が半々ぐらいであっ
た。その時々の制作の量によっても変ってくるが、作業場で作業をしていない時
や、使っていない部屋の電気の消し忘れなどは、まだ完全に都度の消灯が定着
出来ているとはいえないので来期は更にみんなで声をかけあえる環境にしたい。
また、ＪＯＢ会議での情報共有による作業効率化で無駄な作業を減らして電力削
減にも繋げるといったところに関しては、ＪＯＢ会議事態がうまくいかなかったので
そことの連携も進めていきたい。目標の96％削減までは出来なかったが、それで
も98％削減は出来たので、次年度も同じく98％削減で達成出来るように進めてい
きたい。

・空調機フィルター定期清掃

1,908

△

928 995748

1,390

・現場へ出戻りのないようにな準備、製作を心が
ける 〇

6月

・車両定期点検（タイヤ空気圧含む） △

数値目標 ✕

・建設機器などのアイドリングストップ

・打ち合わせはなるべく公共交通機関を推奨

・同じ現場には車1台でいくことを心がける

○
△
△

1,083

1月 2月 5月

・燃料消費の少ない運搬経路の検討

11月10月9月8月7月6月
2,2002,054

2,059

4月3月
2,912

1月

△
・クールビズ・ウォームビズ推奨 ○

3,096

・不要照明の消灯

1,344
4月3月

○

2,992

〇

1,524684 842

達成状況

12月

8月 9月 10月 11月 12月7月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,683
2,502

2,101 2,275 3,135 1,685

5月

取組結果とその評価達成状況

521 919 746
1,029 800

1,400 931 834 633
894 837 1,080

743 653 992 838

2,095 2,854 2,866

〇原単位目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

10月から1月にかけては達成が続いていたが、その後の後半では未達成
となり最後までそのまま未達成で終わってしまった。公共の交通機関をな
るべく使ったり、現場の相乗りで台数を減らすなどの意識は以前より出来
ていると思うが、忙しくなって製作が短納期になってしまったとき、後半で
は何度かやりかえなどによる現場からの出戻りがあったので、来期はそ
ういった製作関連での無駄を減らせるように、営業部、製作部、施工部で
しっかりとコミュニケーションをとって進めていくことにも重点をおきたい。
今期は目標削減率が109％と超えてしまっているので次年度は100％で
達成したい。（燃費/走行距離について2023実施するかは社内で検討）

1,908 1,699 1,466
2月

1,730

0

2,000

4,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

1,000

2,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

ガソリン（L) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

産業廃棄物（混合・廃プラ）の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

9月 10月

△

△
・使用済の裏紙使用（カレンダーなども） ○
・電子データ、メールの積極的活用

・リサイクル業者選定（塩ビシートのゴミ削減。
リサイクル)

×

5849

・施工時、作業時の廃棄物抑制に努める ○

4月 5月1月 2月

54

1,345
0

950

12月

社内で加工する際は、材料のとりなどを考えてなるべく無駄のないように意識でき
るようになった。ただ、現状ではまだまだアルポリ・アクリルの加工を社外で頼んで
いることも多いので、社内在庫で使えるものは社内で加工していくようにし、廃棄
を減らしていきたい。今期一年間でやっと、これまでの予測数値ではなく、しっかり
測量した数値を入れることができたので、次年度は2022年度のこの数値を基準と
し、97％削減目標で達成出来るのか検証していきたい。

73

0

40 65 100 89

5月

11月

0

3月
0 1,090

4月

80 175 34 118

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3月

2月
210

55

220
7月 8月

数値目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容
マイカップの推奨では約半分の人が実施してくれた。また印刷物に関しても、裏紙
利用できるものは利用することも社内で定着してきており、それによりゴミの量の
削減とともにコピー用紙購入量の削減にもつながった。特にこのコピー用紙購入
枚数削減は都度会議でも発表していたので全体のモチベーションアップにもなっ
たと感じた。今期目標に対して60％削減に成功したので、次年度からはこの60％
削減が維持出来るようにしていきたい。

達成状況

140

数値目標

6月 9月 10月
1,400 100 0 1,500

0 0 340 990
1,640

12月

・封筒の再利用（現場へもって行く品物入れに転
用など）

83 83
6月 7月

△

〇

1月11月

71 32

0
0

118

2301,650 180

・帳票見直しで印刷物削減（部数最小限） △

・マイ箸、マイカップ推奨に取り組む

123 183
8月

・端材の利用で余計な購入を削減
△

65

・社内部材の在庫の適正見直しによる無駄な廃棄削減 △

・分別BOX(電池回収）設置で更なる分別 ○

達成状況

57

〇

27

240

0

100

200

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

一般廃棄物（㎏） 2021年 2022年

0

1,000

2,000

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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水道水の削減

2021年

2022年

溶剤の適正管理

JOB会議の充実

ソーラーサイン開発

8

取組結果とその評価、次年度の取組計画

11月 3月 4月
9 10 7

9 8

達成状況

・大学との共同研究スケジュール ○ 試行錯誤しながらも、展示会への出展は果たせた。しかし、ソーラーの性
能があまりよくなかったり、ニーズに合ったものを作ることが出来なかった
ので、そこを課題とし、巻き返しを図り、今後受注につながるものを製作し
ていきたい。引き続きこの開発は継続していくが次年度は経営指針書の
目標項目に変更する。

花園エキスポにソーラーサイン出展

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11 10 8 8 10 10 9

・使用する化学物質は環境にやさしい製品を促進する
×

何度か話し合いの場がもたれ、その都度ルール改定があったものの明確なルー
ルでしっかり定着させることが出来ず、中途半端になってしまった。引き続きこの
取り組みは継続していくが次年度は経営指針書の目標項目に変更する。

達成状況

8 9 8
9

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10

後半の３月と５月はわずかながらではあるが、未達成の月もあったので、気持ち
を緩めることなくやっていく。次年度も削減というよりは、現状維持に努め目標
100％でやっていく。

○

9
8月 9月6月 7月

10
10月

99 10

数値目標 〇

11
5月

△

達成状況

・手洗いやトイレでの流し方に節水を心がけ意識する ○

・作業ミスによる使用量増加の抑制 ×
・発注量の適正化（無駄な購入を防ぐ） △
・MSDS入手で適正な使い方を徹底 ×

2月

0 0

・1F洗面台の蛇口をシャワーに切り替えて使用の徹底

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○
JAPAN SHOPP 2023 （東京）へ出展 ○

・節水呼びかけを表示 ○

12月 1月

・作業場の部材の整理整頓で無駄な購入を減らす △
（レイアウト変更で常に見える化し乱れを意識出来るようにす
る）

0
0

×

何度か話し合いの場がもたれ、その都度ルール改定があったものの明
確なルールでしっかり定着させることが出来ず、中途半端になってしまっ
た。引き続きこの取り組みは継続していくが次年度は経営指針書の目標
項目に変更する。

・JOB会議開催の定着と中身の充実を目指す

0

5

10

15

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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□各事業所の取組紹介 (本社・東京共通）

環境経営計画の取り組み結果が、毎月一目でわか

るように工夫して、掲示板に掲示し社内会議でも伝

えて

全員が周知し、やる気があがるように工夫した。

EA21活動掲示板

裏紙使用などによるコピー用紙削

減やマイカップ持参によるプラス

チックカップ削減を毎月カウントし、

効果を金額で伝えて全員が取り組
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EA21環境目標１０年ビジョン

今期末に「キャップ専用ゴミ箱」

を設置。すぐ真上には

「キャップの回収にご協力くださ

い」

の表示看板を、社内でデザイン

し

作成、設置しました。

ここで溜まったキャップは、

エコキャップ推進協会へ送って

ゴミを資源に！ワクチン寄付！
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部から苦情等
取り組み対象期間での苦情等はありませんでした。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

前年度と同様に消火訓練を実施しようとしたが
今年度は実施することが出来なかった。
そのため1Fと2Fに設置してある消火器の使用期限を確認した。
それぞれマジックで製造年月日を書いていたが
使用期限が分かりにくいため、期限が一目でわかるように
表示をおこなった。

次年度は手順書にしたがってしっかりと訓練をしていく。

緊急事態の想定：現場でのKY活動
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
・どの現場に於いても施工前にしっかり
　手順を確認しあって事故などを防ぐ。
　夏場は熱中症対策も十分に行う。

2022年12月20日

環境管理、品質管理　

業務用空調機

適用される法規制

危険物の少量以下での保管

廃棄物処理法
騒音規制法
振動規制法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

全社員

年度内現場　都度実施 東京/大阪　施工現場
現場担当者/施工関係者様

・KY（危険余地）事前確認

空気圧縮機
消防法（危険物）

顧客要求事項

本社

・消火器使用期限確認

フロン排出抑制法
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

実績を踏まえて見直す
環境経営方針 □ 変更なし ☑ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

2023年7月25日

昨年度から取り組み始めたEA２１によって、環境意識と共に業務のあり方、作業手順の効率化など、あらゆる方向に

波及し、環境に目を向ける取り組みが社内全体のあり方にまで結びついたことは、大きな成果でありました。社員全

員の意識向上がEA21の認証取得に繋がりました。取り組みを進める中で、新たな取り組みとしてJOB会議の開催と定

着化を議論し、製作時間の管理や効率化を可視化することができました。そして顕著に表れた成果として、毎月の社

内会議の中で運用確認と課題抽出を行いPDCAを回す流れも定着しました。その中での課題として繁忙期の運用負

荷が大きく、１年を通して安定的な運用と意識づけが課題になることが浮かび上がってきました。しかしながら、そうし

た課題も共有し、共通認識として課題解決に向けた議論を行い、共有するチームづくりが形となってきつつあります。

EA21環境目標の１０年ビジョンを決め、その第一歩としての今期の取り組みとして新たにPETボトルのキャップをエコ

キャップ推進協会へ送り、再生資源として収益化し、ワクチンの寄付につながる運動に参加しました。回収BOXを設置

すると近隣住民の皆様にもご協力いただき、PETボトルの分別回収を推進することができました。経営指針書にも環

境目標を掲げ、来期に向けては産業廃棄物削減の一環として端材の有効活用ができるワークショップの開催など、４

項目を揚げました。

2023年度は、未来ビジョンのひとつである自動車燃料による環境負荷削減計画を策定し、2030年のカーボンニュート

ラル実現

のため、まず現状を知る手立てとして走行距離データの収集を進め、現状での負荷削減対策から始めたいと考えま

す。

これらのことが、私達の意識向上と環境の改善、周囲を巻き込む運動として広げていく第一歩になり、私達自身と地

域の持続の可能性につながる活動になることを願います。

次年度は経営方針行動計画の活動をEA21に取り込めるように環境経営方針を改訂し、環境経営計画書に展開しま

す。

今期は、EA21の認定を受けてからの１年間活動でした。認定を受けるまでは『認定するための活動』といったところも

正直あったように思いますが、今期活動はそういった気持ちではなく、日々のコミュニケーションや行動の中にも身近

にエコ活動が取り込まれるように、掲示板の内容を【効果が実感しやすいように】工夫したり、この活動の先にある会

社の１０年ビジョンを、イラストでまとめ未来に繋がっているワクワク感を共有したり、エコキャップ回収、コピー用紙購

入枚数（購入金額）削減の効果も都度発表し、目に見える達成感、といったところも考え、活動を推進しました。特に

エコキャップ回収は近隣の方々にもご協力いただけるようになり、これから益々活動の充実と会社で誇れる活動にし

たいと思いました。表彰して頂けたことも大きな自身とモチベーションアップになりました。次年度はエコアクションの

活動によって業務にも効果が出せるような仕組みにしていきたいと思います。
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